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日
野
町
貝
原
出
身
の
生
田
長
江

（
１
８
８
２
～
１
９
３
６
年
）
は
、
明

治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し

た
、
作
家
で
あ
り
翻
訳
家
、
文
芸
評
論

家
で
す
。

　

長
江
は
、14
歳
の
と
き
、延
暦
寺
（
根

雨
）
の
松
本
大
典
和
尚
か
ら
漢
籍
の
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
兄
を

頼
っ
て
大
阪
の
中
学
校
へ
。
第
一
高
等

学
校
（
現
東
京
大
学
教
養
学
部
）
か
ら
、

東
京
帝
国
大
学
哲
学
科
を
卒
業
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
長
江
は
、
天
才
小
説
家
と
い

わ
れ
た
島
田
清
次
郎
を
世
に
出
し
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
弟
子
と
し

て
は
、
米
子
市
出
身
の
詩
人
・
生
田
春

月
や
、
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
を
作
詞
し

た
三
木
露
風
、「
橋
の
な
い
川
」
の
住

井
す
ゑ
や
小
説
家
の
佐
藤
春
夫
な
ど
が

い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
女
性
解
放
運
動
の
草
分

け
と
し
て
有
名
な
雑
誌
「
青
鞜
（
せ
い

と
う
）」
の
名
付
け
親
で
も
あ
り
、
平

塚
ら
い
て
う
、
高
群
逸
枝
、
山
川
菊
枝

な
ど
、
多
く
の
女
性
著
作
家
を
世
に
送

り
出
し
ま
し
た
。

　

晩
年
は
、
重
い
病
気
に
か
か
り
、
ほ

と
ん
ど
寝
た
き
り
に
な
り
な
が
ら
も
、

口
述
筆
記
で
執
筆
を
続
け
る
と
い
う
、

並
外
れ
た
精
神
力
の
持
ち
主
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

著
作
で
は
、翻
訳
と
し
て
、ニ
ー
チ
ェ

の
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
」「
ニ
ー
チ
ェ

全
集
」、
評
論
「
超
近
代
派
宣
言
」、
小

説
「
釈
尊
」、
戯
曲
「
円
光
」
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

長
江
の
死
後
、
そ
の
功
績
を
後
世
に

残
す
た
め
、
昭
和
33
年
、
延
暦
寺
の
境

内
に
顕
彰
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
現

伯
耆
町
出
身
の
彫
刻
家
、
辻
晉
堂
作
の

こ
の
碑
に
は
、
長
江
の
姿
と
共
に
、
長

江
の
筆
に
よ
る
「
一
の
信
條
」
お
よ
び
、

佐
藤
春
夫
に
よ
る
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い

ま
す
。

（
参
考
＝
「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち　

日

野
町
（
歴
史
編
）」）

ま
ち
の
文
化
財
・
史
跡
を
歩
く
　

其
ノ
十
三

■
生
田
長
江
顕
彰
碑
と
延
暦
寺

生田長江顕彰碑

　

災
害
時
の
連
携
を
強
化
し
よ
う
と
、
黒
坂

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
と
黒
坂
お

よ
び
菅
福
自
主
防
災
委
員
会
、
カ
ワ
コ
ふ
れ

あ
い
公
園
管
理
委
員
会
が
主
催
し
、
11
月
25

日
に
カ
ワ
コ
ふ
れ
あ
い
公
園
で
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
と
芋
煮
を
楽
し
む
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
自
治
会
が
選
出
し

た
10
チ
ー
ム
30
人
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
芋

煮
会
は
黒
坂
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
地
元
の
食
材
を
使
っ

て
準
備
し
た
も
の
を
参
加
者
で
食
べ
て
親
睦

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、防
災
訓
練
と
し
て
、

お
湯
を
入
れ
る
と
ご
飯
が
炊
け
る
給
食
訓
練

も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

連
携
強
化
の
た
め
に

黒
坂
・
菅
福
地
区
の
住
民
が
親
睦
図
る笑顔が絶えないグラウンドゴルフ大会

キラリと光る まち　ひのちょう まちの話題

来年度は 9 月末に開催
日野町民体育祭について

　今年は台風により中止した町民体育祭につい
て、各自治会長の皆さまから意見をいただきまし
た。それを基に、来年度の体育祭の競技内容や種
目などについて、町スポーツ推進委員会で検討し
ていきます。
　来年度の町民体育祭を次のとおり開催しますの
で、各自治会で参加いただきますようお願いしま
す。
日　時 ＝ 平成 25 年 9 月 29 日（日）9：00 ～
場　所 ＝ 根雨地区大会：根雨小学校グラウンド
　　　　  黒坂地区大会：黒坂小学校グラウンド
問合せ ＝ 日野町教育委員会（電話 72 ‐ 2107）
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【役場・町図書館業務】
◆役場一般業務＝ 12 月 29 日（土）
～ 1 月 3 日（木）まで休みます。
◆町図書館業務＝ 12 月 29 日（土）
～ 1 月 3 日（木）まで休みます。

【可燃ごみの収集】
　12 月 28 日（金）まで可燃ごみ
の収集をします。年末年始は 12
月 29 日（ 土 ） ～ 1 月 3 日（ 木 ）
まで休みます。1 月 4 日（金）は
可燃ごみ全町一斉収集日です。
問合せ　役場産業振興課（電話
72 ‐ 2101）

【クリーンセンターくぬぎの森へ
のごみの持ち込み】
　12 月 28 日（ 金 ） 午 後 4 時 ま
で持ち込み可能です。12 月 29 日

（土）～ 1 月 3 日（木）まで休み
ます。1 月 4 日（金）から持ち込
み可能です。（8：30 ～ 16：00）
問合せ　クリーンセンターくぬぎ
の森（電話 74 ‐ 0333）

【リサイクルプラザ（伯耆町）】
　12 月 29 日（土）～ 1 月 3 日（木）
まで休みます。
問合せ　リサイクルプラザ（電話
0859 ‐ 68 ‐ 4071）

【し尿汲み取り】
　年内は 12 月 25 日（火）の申
込みまで受け付けます。12 月 29
日（土）から休業し、1 月 7 日（月）
から受け付けを行います。
問合せ　いづはら（電話 0859 ‐
24 ‐ 0566）

【町営バス】
　1 月 1 日（火）～ 1 月 3 日（木）
まで運休します。1 月 4 日（金）
から通常どおり運行します。
　また、奥渡線小原バス停、板井
原・真住線横路上バス停には、冬
期間は乗り入れをしませんのでご
注意ください。
問合せ　役場企画政策課（電話
72 ‐ 0332）

【ＪＲ西日本（伯備線）】
◆12月31日（月）～1月3日（木）
は、曜日にかかわらず『土休日ダ
イヤ』で運行します。
　平日ダイヤと異なりますので、
ご注意ください。
問合せ　西日本旅客鉄道株式会
社米子支社 輸送課（電話 0859 ‐
32 ‐ 8057）

【日ノ丸バス（米子線）】
◆ 1月 1日（火）～ 3日（木）は、
日祝ダイヤで運行します。
日野病院行（米子駅発）

　▶ 11：56（12：55 日野病院着）
　▶ 16：36（17：35 日野病院着）
米子駅行（日野病院発）

　▶ 9：11    （10：10 米子駅着）
　▶ 14：01（15：00 米子駅着）
問合せ　日ノ丸自動車株式会社
米 子 支 店（ 電 話 0859 ‐ 32 ‐
2123）

年末・年始の各業務日程

年末年始　休診のお知らせ

【休診日】12 月 29 日（土）～ 1 月 3 日（木）
この期間中の診察は救急患者のみとなり、緊急性のない軽症の患者の診察など
は行いません。

　休診期間中にお薬がなくなる人は休み前には必ず受診し、薬が不足することのないよう
心がけましょう。
　ただし、救急患者の診察は行いますので、日野病院にあらかじめお問い合わせください。
（当院の担当医や症状により、他院への紹介などをさせていただく場合があります）

◆ 新年は、1 月 4 日（金）から診療を始めます。
【問合せ】日野病院組合　日野病院
　　　　　電話　72 ‐ 0351
　　　　　ホームページ　　http://www.hinohp.com/


